








ルドンを日本に紹介した画家

マンガ 現代美術

ルドンがもっとも尊敬した画家

ウジェーヌ・ドラクロワ (1798－1863)

《Ⅱ. 空を駆けるメフィストフェレス》『ファウスト』1825－1827 年 岐阜県美術館蔵 ※［前期］

ルドンに助言を授けた画家

ルドンの精神的な師となった植物学者

《森のなかの少女》1865－1870 年頃

ルドンに版画と幻想を描くことを教えた、放浪の芸術家

ロドルフ・ブレスダン (1822－1885)

《善きサマリア人》1861 年 岐阜県美術館蔵 ※［後期］

実はルドンと同い年の、印象派の代表的な画家

《睡蓮の池》1899 年

ジョルジュ・スーラ (1859－1891)

《グランカンの干潮》1885 年

■ エドガー･アラン･ポー (1809－1849)

ルドンにインスピレーションを与えた文学者たち

ルドンを評価した文学者たち

■ シャルル・ボードレール（1821－1867）

■ ジョリス＝カルル・ユイスマンス（1848－1907）

■ ステファヌ・マラルメ（1842－1898）

アルマン・クラヴォー（1828－1890）

博識で、ルドンに顕微鏡の中の世界について教え、文学・哲学的知識を与えた。

《マーガレット》『フルール・アニメ（生命を与えられた花々）』［部分］1847 年

水木しげる
(1922－2015)

《献花》1964 年 ( 昭和 39)

イケムラレイコ (1951－)

《Genesis I》 2015－2017 年 シュウゴアーツ蔵
©Leiko Ikemura, Courtesy of ShugoArts

鴻池朋子 (1960－)
こうのいけともこ

『みみお』（原画） 2006 年 作家蔵
 ©Tomoko Konoike

柄澤齊 (1950－)
からさわひとし

《肖像 XXVII オディロン・ルドン》
1985 年 町田市立国際版画美術館蔵
展示期間：7月 22 日－9月 6日

独特な挿絵でルドンを刺激した挿絵画家

19歳年下の新印象派の画家

ポール・ゴーガン（1848－1903）

《異国のエヴァ》1890 ／ 1894 年

互いに敬意を抱いていたポスト印象派の画家
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ジャン=バティスト=カミーユ・コロー (1796－1875)

自然のなかに人物を配した詩情豊かな情景を描き出した画家。
ルドンに「不確かなものの隣に、確かなものを置くといい」と
語る。空想のイメージと現実のモティーフを隣合わせに置くと、
空想が現実味を帯びるというこの助言は、その後のルドンに大
きな影響を及ぼした。

ロマン主義の巨匠。ルドンは「ドラクロワの絵の燃え上
がる熱情に憟えるほど感激した」と語っている。ドラク
ロワを夜会で見かけるが、声をかけられず、彼の後を家
までつけてしまったというエピソードが残るほど、情熱
的に尊敬していた。

クロード･モネ (1840－1926)

目に見える世界を徹底的に追究した印象派の画家。ルドンは
モネを強く意識し、対照的ともいえる表現を探究していった。

ルドンと交流が深く、タヒチへ向かうゴーガンを送る会にルドンも
出席した。ルドンとゴーガンは互いの作品を高く評価し、作品を交
換しあっている。

光学や色彩理論をもちいて点描技法を生み出した。ルドンと
ともにアンデパンダン展を創立した。

岡鹿之助 (1898－1978)

1925 年にパリへと渡り、ルドンの作品に強く感銘を受け、旧
アトリエを訪問。帰国後はルドンの魅力を日本に伝えた。岡の
作品の美しくもどこか妖しい花々や、霞がかったような空間に
はルドンの影響がうかがえる。

ロマン主義的な作品を手がけた版画家。各地を放浪しボルドーに滞在した際に
ルドンと出会い、エッチングの技法を教えたほか、ありふれたものから想像力
をはたらかせる創作姿勢でルドンに影響を与えた。

J.-J. グランヴィル (1803－1847)

動物や花を擬人化した奇想天外な
世界を描いた挿絵画家。彼の独特の
造形は、同時代の画家や文学者に
影響を与え、ルドンの想像力も刺激
したと思われる。

ルドンはボードレールが仏語訳したポーの著作に熱中し、その物語をも
とに版画集を制作する。右の作品にあらわれる水上を飛ぶ眼球は、ポー
の著作のほか、パリ万博での気球のアトラクションから着想を得ている。

オディロン・ルドン
(1840－1916)

つなが
ルドンを知るための人物相関図

《日本風の花瓶》［部分］1908 年 《Ⅲ. 不恰好なポリープは薄笑いを浮かべた
醜い一つ目巨人のように岸辺を漂っていた》
『起源』［部分］1883 年 岐阜県美術館蔵
※［前期］

日22月7：間期示展］期前［ ※ －9 月 26 日／［後期］展示期間：9月 28 日－12 月 2日
※ 所蔵先の表記のないものはすべてポーラ美術館蔵

岩明均 (1960－)

『寄生獣』（原画） 1994 年
作家蔵

押見修造 (1981－)

『悪の華』（複製原画） 
2009 年（2018 年）
作家蔵

オディロン・ルドン
《Ⅰ. 眼は奇妙な気球のように無限に
向かう》『エドガー・ポーに』
1882 年 岐阜県美術館蔵
※［前期］

ジャポニスム
葛飾北斎 (1760－1849)

江戸後期に活躍した浮世絵師。
『北斎漫画』などの作品は 19世
紀半ば頃にヨーロッパに伝わり、
印象派の画家やルドンの関心を
引いた。

『北斎漫画』第３編より［部分］
1814－1878 年刊 川崎市市民ミュージアム蔵

文学者たち


